
 

 

 

ランドスケープからみた 
サウンドスケープとその未来 

日本サウンドスケープ協会シンポジウム 2014 

 

日時： 2014 年 5 月 31 日（土） 12:20 受付開始 

 13:00-17:00 シンポジウム 

 17:15-18:30       シンポジウム終了後に情報交換会 

会場： 東京大学柏キャンパス 環境棟１階 FS ホール 

            FS ホール前ラウンジ（情報交換会） 

   つくばエクスプレス線「柏の葉キャンパス駅」下車し、バス・タクシー 

   バスは「柏の葉キャンパス駅西口バス停 1 番のりば」から 

   「[西柏 03]流山おおたかの森駅東口ゆき（乗車 15 分）11:51, 12:21 発」 

   「[西柏 04][西柏 10]江戸川台駅東口ゆき（乗車 10 分）11:42, 12:05, 12:35, 12:42 発」 

   「東大西バス停」下車徒歩２分です。 

 

趣旨 
 1993 年に発足した日本サウンドスケープ協会は昨年２０周年の節目を越え、新た

なステップを踏み出そうとしています。そこで今回のシンポジウムでは、「サウンド

スケープ」の原点のひとつ「ランドスケープ」の視点から、改めてサウンドスケープ

とその考え方を捉え直し、今後のあらたな展開や方向性を考えていきます。 

 

プログラム 
I. 13:00-13:05 開会挨拶 

西江雅之会長 

II. 13:05-13:10 シンポジウム趣旨説明 

シンポジウム実行委員長 斎藤馨 

III. 13:10-14:00 基調講演 

ランドスケープからのまなざし 

   -サウンドスケープの今後に向けて- 
進士五十八 氏 

 

 みどり、都市、風景など環境を対象に、アメニティ、コミュニティ、参画の視点

から具体的行動を結びつける独自のランドスケープ論を展開されてきた進士五十八

先生から、ランドスケープにおけるサウンドスケープについてきく。 

 
進士五十八（しんじいそや）…元東京農業大学長・同大名誉教授。農学博士。造園

学・環境計画・景観政策が専門。政府の三省共管自然再生専門家会議委員長。長

野県景観審議会会長、横浜環境創造審議会会長、川崎市環境審議会会長、NPO 法

人の美し国づくり協会理事長、日本園芸福祉普及協会長。一般社団法人「農」あ

るくらし研究会会長。紫綬褒章受章 

 

 14:00-14:15 休憩 

http://www.tobu-bus.com/pc/search/bs_tt.php?key=62398_11


 

 

 

 

IV. 14:15-15:50 パネルディスカッション 

ランドスケープからみたサウンドスケープとその未来 

 サウンドスケープをフィールドで実践している協会メンバーの日頃の活動をラン

ドスケープの視点を加えて報告していただきます。その後、話題提供者と進士五十

八先生を加えてパネルディスカッションを進めていきます。 

司会 斎藤馨 

 

話題提供１(14:15-14:30) 「音の世界からの問い」 鳥越けい子 

 1960 年代の環境思想を背景に提唱された「サウンドスケープ」の用語と概念は、

近代芸術の枠組みのなかに留まっていた「ミュージック」を、古代ギリシアの「ム

シケー」や「天体の音楽」といったコンセプトに向けて解放しようとするものでも

あった。私たちの身体（内的環境）を、コンサートホールに象徴される建築物の内

部空間から、それを包む都市空間、それが依拠する自然そして宇宙（マクロコスミ

ス）へと繋げていくこの概念は、ランドスケープ論の本質とどのように呼応するの

だろうか？ 

 

話題提供２(14:30-14:45) 「建築と庭園の関係性について」 土田義郎 

 建築は地域環境の中に立脚するものであり、その相互作用を常に考えなくてはな

らない。近代以前の建築や庭園を観ると、不可分なものとして計画されていたこと

がうかがわれる。しかし、近年では内部は内部、外部は外部として独立なものとし

て扱われている傾向があるように感じる。今、改めて建築の内外の関係性を、音環

境を軸として考えてみたい。 

 

話題提供３(14:45-15:00) 「手ぼうきのサウンドスケープ」 曽和治好 

 京都の庭師は、庭園の掃除の仕上げに｢手ぼうき｣を使います。長さ 40cm 前後の竹

の枝を束ねたシンプルな箒。この小さな箒からは、世界随一と言われる京庭師の技

の一端をうかがうことができます。庭園のサウンドスケープ WG では、このように庭

園のサウンドスケープ研究を通じて、ランドスケープとサウンドスケープを柔らか

につないでいます。今回のシンポジウムでは、京都の伝統的な｢手ぼうき｣の制作技

法や清掃技術、｢手ぼうき｣の音を楽しむ感性についてお話ししたいと思います。 

 

パネルディカッション（15:00-15:50) 

進士五十八、鳥越けい子、土田義郎、曽和治好 

 

 15:50-16:00 休憩（この間に、コメント・質問票回収します。） 

 

V. 16:00-16:50 総合討論 

コメント・質問票の内容を踏まえて、フロアの参加を含めて総合討論を進めます。 

 

VI.  16:50-17:00 閉会挨拶 

 

VII. 17:15-18:30 情報交換会 

 FS ホール前ラウンジにて 

 一人 1,000 円、学生 500 円を予定しています。 


